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１．はじめに 

ソフトウェアの大規模化,プログラミング言語の高
級化に伴い,プログラムデバック,プログラムの理解
は困難なものになりつつある.そのため,様々なプロ
グラミング言語に対するプログラム解析手法の提案,
及びツールの実装がなされている[1]. 
２．研究目標 

C#で書かれたソースコードを把握するサポートツ
ールを試作し,参照関係やデータ構造を図として提
供し,開発者を支援することを目的とする. 
３．研究アプローチ 

ソースコード情報を取り出すには，コンパイラの

字句解析,構文解析と意味解析を利用することが
良い[2].まず字句解析により,ソースコードを最小単
位のトークン（字句）に分割する．字句解析結果を

構文解析器に渡し,正しい構文のチェックを行う． 
以上の結果を基に,XML文書を作成する．XML

文書は,要素などのマーク付けで構造化され,ツリー
構造を形成する． 

XML は目的に応じて要素名や属性などを自由

に定義できる．そこでソースコードの解析情報を持

った XML 文書を GUI へ入力し，クラスダイアグラ
ムなどの図を利用してユーザーへ提供する目標を

立てた． 
４．XMLジェネレーターの試作 

 解析対象となるソースコード例を Fig.1 に示す.ま
た Fig.1 を解析して XML 文書として出力した結果
をＦｉｇ.2 に示す.出力された XML 文書は,基となる
Fig.1 に示したソースコ―ドの参照関係,入れ子構
造,識別子などの情報を持つ. 
 

 
Ｆｉｇ.1 解析対象例

 
Ｆｉｇ.2 解析結果の XML文書 

5．考察 

上記の部分の試作は，当初，字句解析と構文解

析を自動生成する JavaCC[3]を利用したが，冗長で

読みにくい Javaコードが自動生成され，デバックが
困難であった．そこで JavaCCの字句解析，構文解
析の機能を C#言語に移植し,改良した． 
また,単一ソースコードファイルを解析対象として

いるため,複数ファイルの対応が必要になる. 
6．おわりに 

  本研究では,C#言語のソースコードを対象とした
字句解析器,及び構文解析器,並びにソースコード
に対応したXML文書を生成するXMLジェネレー
ターを作成した.現在,XML文書を効果的に表示す
る GUI部分を作成中である． 
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